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第15回
ワーカーズ・コレクティブ

全国会議 in 神奈川
●2月19日（土）14:00～16:30　分科会
　2月20日（日）10:00～16:00　自主企画・全体会
●オンライン併用開催　●関西からの参加者：32名

申込締切：10月27日（水）

　今回の全国会議は、「ワーカーズ・コレクティブ誕生40年～孤立や分断を協同の力で
つなぎ持続可能な地域社会をつくろう～」というテーマで開催されました。初のオン
ライン併用という開催で、関西から多数の参加がありました。
　2日間にわたって、６つの分科会、3つの自主企画、全体会を開催。
全体会では「人新生の『資本論』」の著者で、大阪市立大学大学院経
済学研究科 経済学部准教授の斎藤幸平さんが基調講演をおこな
い、受け入れ団体の神奈川での事例発表がありました。

　生活クラブとワーカーズ・コレクティブは共に社会的連帯経済の
担い手で、生協としてワーカーズ法を学び活用していけるようにプ
ロジェクトが 設置されたと聞き、心強く思った。 ワーカーズ法の成
立は、ゴールではなくやっとスタートできたのだということに気づか
された。 今後さまざまな分野で増えていくだろうが、課題も並行し
て増えていく のではないかと感じた。 まめ福　川山・酒井

かぐや姫　井元

事務局　北條

あすか　藤本

参加報告
します！

　「ファミリーホーム新松戸7丁目」の家では、里親の拡大版で、普
通の住宅地で、里親の研修を受けた10人のスタッフで子どもを育
て、見守っているとのこと。すばらしいことだと感心しました。

【第 3分科会】
地域の人々と共に

まめ福　石川

　東京都がおこなっているソーシャルファーム事業を元に、就労に
困難を抱えた人々と共 に働く事業所の取り組みや課題についての
報告は、知らないことが多く興味深かった。「共に働く」という考え
方で運営されている事業所の実例には驚く内容もあったが、 ワー
カーズだからこそ実現できることなのだと思った。

【第 5分科会】
持続可能な "共にはたらく場 "づくりを考える

あすか　原井

　茅ヶ崎にあるコワーキングスペース「チガラボ」代表・清水謙さんの
講演を軸とした分科会。ひとりでやるのは大変だけど、まず“やりた
いこと”を発信する、協力者を集める、実践してみる…とスモールス
テップを積み重ねて実現していくというお話が印象に残りました。

【第 6分科会】
それぞれの得意分野を持ち寄って地域でゆるやかに連携
し、人と人をつなぎあわせよう !

はんど to はんど　佐藤

　働く人の給料にかかる税金(所得税、住民税)、社会保険(年金、健
康保険)についてわかりやすい説明があり、税制や社会保険制度など
変化する制度を理解した上で、働き方、生き方を考えることが大切。

【自主企画 2】
ワーカーズで働く時の社会保険と税金

かぐや姫　泰中

ワーカーズ共済が生まれた経緯、保障内容の説明、事例紹介の話を
聞き、改めて事業・活動を継続していくための保障であることを考え
る機会になりました。

【自主企画 3】
ワーカーズ・コレクティブの事業や活動にとって
必要な保障とは？

キッチンよりあい　辻

　「こんなお弁当が欲しい！」「やり方を日々見直し納得のいく働き
方をする」「100歳まで働けるように」など、食作りに取り組んでおら
れるワーカーズの報告が聞けて良かったです。

【第 4分科会】
作って売って、日本の食を守る! 地域で頑張るワーカーズ

　関東と関西の配達の規模の違いに驚きました。関東の配送ワー
カーズは組合員も多く、スタッフも老若男女で活気を感じました。
高齢の組合員に対してサポートの必要性を考えているのは、私たち
と同じでした。エスコープ大阪の石川専務から、配達ワーカーズの
提案が出てこないと言われたことが胸にささりました。

　エコが必ずしも社会に良いことではないという『SDGsは「大衆
のアヘン」』が参加者で話題になりました。
　人と人とのつながりを大切にした「コモン（共有財産）」はまさに
ワーカーズ・コレクティブの働き方だと感じました。

【第 2分科会】
配送ワーカーズの価値を活力ある地域づくりにいかそう

【第 1分科会】
孤立と分断に立ち向かう
これからのワーカーズ・コレクティブ運動

全体会　事例報告

【全体会】基調講演
協同と連帯による持続可能な地域社会づくり
～生産手段と地球を「コモン」として～

ワーカーズ・コレクティブとは、地域に暮らす人たちが、生活者の視点から地域に必要な「もの」や「サービス」を事業化
し、自分たちで出資し、経営し、労働をも担う働き方をいいます。


